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研究成果の概要（和文）：　65歳以上の高齢期を「健康で」しかも「アクティブに」生活するには、50～64歳の
プレ高齢期ともいうべき年齢層を含むシニア層の衣生活支援が重要であると考えられる。
　本研究では、加齢による心身の変化に着目した研究に発展させ、シニアの健康・快適な衣生活を支援するため
の基礎的・発展的研究を、圧的側面、温熱的側面、触的・審美的側面等から包括的に実施した。また、加齢によ
る心身の衰えを防御するためだけの衣生活支援のあり方に終始せず、「老い」に対して積極的なコンセプトをも
った繊維製品の開発やその設計指針を導出した。

研究成果の概要（英文）： In order to improve the healthy and active life of elderly people over 65 
years old, it is important to support the clothing life of senior generation including those aged 50
 to 64 years: the pre-elderly age group. 
 In this study, we focused on the age-related decline in the functions of the body and mind, and 
conducted fundamental and developmental research in compression aspect, thermal aspect, and tactile 
and aesthetic aspects in order to support the health and comfortable clothing life of the senior 
generation. In addition, we not only studied how to prevent the deterioration of physical and mental
 functions due to aging but also investigated specific design guidelines for elderly-friendly 
textile end-uses with an improved concept.

研究分野：アパレル材料学・被服衛生学・感性工学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
2030 年には，日本の人口の半数以上がシ
ニアになると予測されている．シニアとは，
一般的に 50 歳以上と定義され，加齢に伴う
心身の衰えが顕在化する世代である．日々着
用する衣服がシニア層の衣生活を支援する
ことによって，生活の質（QOL）の向上と健
康寿命の延伸に寄与しうる．従来，衣服学研
究においては，被験者が得やすい大学生など
の若年層を用いて研究を行うことが多く，そ
の研究成果をそのまま中高齢層向けの繊維
製品にも適用されてきていた．しかし，前述
のように加齢による身体変化や諸機能の低
下を考えると，適切とは考えられず，中高齢
者を対象とした研究が社会的に求められて
いた． 

 
２．研究の目的 
 本研究では，加齢による心身の変化が大き
くなる，シニア層を対象に，加齢による諸機
能の低下を経時変化として定量的に捉え，
「健康で」しかも「アクティブに」生活する
ためのシニア層の衣生活支援のあり方を提
案することを目的とした．また，加齢による
心身の衰えを防御するためだけの衣生活支
援に終始せず，「老い」に対して積極的なコ
ンセプトをもった繊維製品の開発やその設
計指針を導出することを目的とした． 
 
３．研究の方法 
 各研究分担者が得意とする研究分野にお
いて，各々の研究者がこれまで培ってきた研
究を基盤に，テーマごとに責任体制を明確に
して研究を遂行することを基本に，研究代表
者が各自の得意専門分野間を補完する形で，
シニアの健康・快適な衣生活を支援するため
の基礎的研究から発展的研究までを横断
的・総合的視点から追究した．具体的には，
圧的側面からの基礎的研究と発展研究，温熱
的側面からの基礎的研究と発展研究，触的・
審美的側面からの基礎的研究と発展研究等
の各側面からのアプローチを行った． 
 
４．研究成果 
（1）圧的側面からの基礎的研究と発展研究 
 
①ブラジャー着用時の背部シルエットに
おける審美性の低下は，バックパネルの締め
付けにより生じる体表面の段差によるとこ
ろが大きい．このことは，加齢によって助長
する．そこで，20 歳～79 歳の女性 145 名を
被験者として，背部体表面の圧縮柔らかさを
定量化した．背部左半身 32 点について，体
表面の圧縮柔らかさの特徴量として，30gf，
20gf，10gf の各荷重時（F）の圧縮変形量（EF)
と，塑性成分として 20gf および 10gf 時のヒ
ステリシスおよび2gf時の残留ひずみを抽出
し，20 歳代～70 歳代までの各年代別の平均
値および標準偏差を明らかにした（図 1）． 
 

 
➁成人女性 20 名（若年群 10 名，中年群 10
名）の身体形状および左半身 89 ヵ所の人体
表面圧縮変形量，皮下脂肪厚を測定し，両群
ともに圧縮変形量と皮下脂肪厚に有意な相
関関係があることを明らかにした（図 2）．若
年，中年群ともに圧縮変形量は，乳頭部，前
面胸部下から腹部，前後腋窩部，臀部，上腕
後面，大腿部内側で大きい傾向を示し，これ
らの部位で中年群は若年群より大きく，年齢
による違いが示された．皮下脂肪厚もほぼ同
様の傾向を示した． 
 

 
③動作時のブラジャーの快適性について
の研究では，若年群 9 名,中年群 6 名を対象
に，身体形状，胸部圧縮変形量，脂肪厚を計
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図 1 各年齢層の荷重 Fに伴う体表面の圧縮変形量 EF 

 

図 2 体表面の圧縮変形量と皮下脂肪厚との関係 

図 3 年齢，身体特性，ブラジャーの種類が
動作時の着用快適性に及ぼす影響 



測した．ブラジャーは，補整用ブラのワイヤ
有（HBYW）とワイヤ無（HBNW），スポーツブ
ラ（SP），ノーブラ（NB）の 4 種，運動は上
挙等とした．上挙時の乳頭点では，補整ブラ
よりスポーツブラの振動抑制効果が高く，中
年群は若年群より振動が大きくブラによる
差が小さいこと，若年群では胸部の圧縮変形
量が小さい人ほど振動が小さいことが明ら
かとなった（図 3）． 
 
④転倒予防は，高齢者にとって健康寿命を
延伸する上において非常に重要である．そこ
で，効果的なつまずき予防靴下の設計におけ
る基礎的指針を得ることを目的として，動作
解析および筋電図解析を行い，高齢者歩行の
特徴量の抽出（図 4）と、市販つまずき予防
靴下の効果について明らかにするとともに，
つまずき予防靴下の設計指針を導出した． 

 
⑤ユニバーサル仕様の弾性靴下設計を目
的として、椅座位および仰臥位における脚各
部の圧迫が血液循環系と自律神経系に及ぼ
す影響を明らかにし、血栓予防靴下の欠点で
ある強圧からくる皮膚血流阻害や圧ストレ
スを抑制する弾性靴下の設計指針を導出し
た。 
 
(2)温熱的側面からの基礎的研究と発展研究 
 
①加齢に伴う体重の増加や筋肉の衰えに
より，中高齢者の腹部に蓄積した体脂肪は落
ちにくい．そこで体脂肪燃焼着圧パンツを着
用し，20～69 歳の女性 35 名を被験者とし，
体脂肪燃焼量と年齢との関係を明らかにし
た．規定運動下における体脂肪燃焼量と年齢
との間には有意な負の相関関係がみられた．
体脂肪燃焼量は筋肉量，骨量，下半身の周径
の値の大きい人ほど有意に増加することか
ら，中高齢者であっても，下半身に筋肉をつ
けることによって，体脂肪を燃焼しやすくな
ることがわかった． 
 
➁温度弁別能と温度感受性の身体部位差
と加齢による変化に関する研究では，温冷覚

感受性における性差および年齢差を明らか
にした．また，下部胸囲圧迫（-5%），無圧迫
時（cont）における体表面からの水分蒸散量
（m）と発汗量（S）を明らかにした（図 5）．
圧迫による発汗抑制作用と修飾作用は，若年
女性のみならず高齢女性にも発現すること
が確認された．圧迫時に発汗抑制の発現した
身体部位は，前額，前腕と大腿であり，発汗
促進の発現した部位は胸と背であった．一方，
局所の蒸散量は，全体的に圧迫時に減少する
ことを明らかにした． 
 

 
 
③体型変化の崩れが気になるシニア層の
女性においては，ファンデーション用編布の
素材の温熱的特性が重要となる．そこで，不
感蒸散シミュレーション実験および発汗シ
ミュレーション実験から，女性ファンデーシ
ョン用編布の繊維素材および編構造が，熱・
水分移動特性に及ぼす影響を明らかにし，温
熱的快適性に影響を及ぼす要因を解析した． 
 
④高齢者の基礎代謝の減少による産熱不
足が体温低下と寒冷覚を誘導する場合が
多々みられることから，局所加温衣服を設計
するための基礎研究として，効率的な加温部
位の検討を行った，その結果，鼠蹊部加温が
最も効果的であることを明らかにした．しか
し，着衣量が少なかったためにその効果は十
分ではなく，着衣量に配慮する必要性が見出
された． 
 
（3）触的および審美的側面からの基礎的研
究と発展研究 
 
①背部シルエットの美しいブラジャー設
計を目的とした研究では，非接触三次元デジ
タイザおよび画像解析ソフトを用い，ブラジ
ャー着用時の背部体表面の段差を客観評価
する方法を提案した．また，バックパネルの
素材，形態，寸法の相違が背部シルエットに
及ぼす影響から背部体表面の段差を抑制し
うる審美性の高いブラジャー圧の具体的な
設計指針を得るに至った（図 6）． 

図 5 下部胸囲への圧迫が発汗抑制作用と修飾

作用に及ぼす影響 
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図 4 高齢者歩行の特徴量の抽出と定義(ΔS) 



 
 
➁卵殻膜・リン脂質同時加工布を用いて，
皮膚性状に及ぼす影響を検討し，特に中高齢
女性において有意に皮表角層水分蒸散量が
低下することを明らかにし，加工の有用性を
確認した． 
 
③圧縮特性の異なる円筒モデルを用いた
実験では，圧縮かたいほど衣服圧が高くなる
傾向を明らかにするとともに，皮膚特性と肌
着との摩擦特性との関係性を明らかにした． 
 
④審美性の観点から，いせこみが衣服のシ
ルエット形成に及ぼす影響やハンディスキ
ャナーを用いたシルエット把握についても
検討した． 
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